
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 古見豪基 学校名 埼玉県和光市立第四小学校 

実施学年 ５年生（和光市立第五小学校） 教  科 道徳科 

単元名 「自由に生きるとは 教材「うばわれた自由」 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

 

 

 

 本実践のねらいは以下の通りである。「自由とは、自己の欲望のままに行動することではなく、他の人の自由と

両立するものでなければならないということが分かり、周囲の人のことを考慮し、結果や未来のことを熟慮した

自由を大切にしようとする心情を育てる。」以上のようなねらいを達成するために、子どもたちが持つ自由の価

値観を１時間の授業通してだけではなく、連続した学びの中で育んでいきたいと考えた。そこで大主題を設定し 

各教科等の見方・考え方を融合させながら学習を進めていく教科融合型の大主題学習を提案したい。その中

で、デジタルとアナログの部分をマネジメントしながら子供たちの学習における主体性を磨いていく学習システ

ムを紹介させていただく。 

 実際の授業では、以下の図①のようにカリキュラムデザインをおこなった。大きな学習の流れとしては、自由に 

対する見方・考え方を宿題などで自らの価値観を見つめ直す反転学習を行う。そして、その価値観をもとに、自

由な空間の中で、問いを創りながら対話をすることで自己の見方・考え方を多面的に広げていく。また、子ども

たちだけで対話した価値観をもとに、教材「うばわれた自由」でテーマをさらに深く追求していく。つまり、多角

的にねらいにせまることが大切である。その中で、ICTを使いながら学びを生かして、さらに深い学びへと迫って

いく。最後に、学びのリフレクションを行うことで価値観の再構成を行い価値の自覚化を図ることである。 

以上のような活動を通して、ねらいにせまるとともに「自分の願いやねらいに応じて」デジタルとアナログを賢く

使い分けて行く自律的な活用能力（デジアナ・マネジメント）の育成をしてくことをねらいとしている。 

 本実践での SKYMENU 活用のポイントは３点である、一つ目は、反転学習により自由に対する自己の価値

観を表現するのに発表ノートを使って表現をさせて、共有することで自己の学びに広がりを持たせることができ

たこと（図②）。二つ目は、対話によって教材を通した学びをさらに、自分事としてとらえさせるためにポジショニ

ングを使い、交流することで自己の学びに深まりをもたせることができたことである。（図③）三つ目は、リフレク

ション活動である。子供たちは、板書をカメラで撮影したものをもとに道徳ノートにふりかえるとともに、ポジショ

ニングをみて友達の意見を比較しながら考えることでさらに学びを深化させることができる。（図④） 

 以上のようにデジタルとアナログを効果的にマネジメントしていくことで子どもの主体性は育成されるのである

と考えられえる。 



図①：子どもの主体性の育成をねらいとするデジアナ・マネジメント 

 

図②―１：発表ノートで反転学習を行う。（デジタル） 

 

 

 



図②－２：発表ノートで反転学習を行う。（デジタル） 

 

図③－１：ICTを活用して自分事として考えさせる。（デジタル） 

 

 

 

 



図③－２：ICTを活用して自分事として考えさせる。（デジタル） 

 

図③－３：ICTを活用して自分事として考えさせる。（デジタル） 

 

 

 

 



図③－４：ICTを活用して自分事として考えさせる。（デジタル） 

 

図④―１：ICTを使ってリフレクション（デジタル＆アナログ） 

 

 

 

 



図④―２：ICTを使ってリフレクション（デジタル） 

 

≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

１ 問題意識を高め、持続的な学

習につなげる。 

・もっと自由だといいなと思うこと

はどんなことですか。 

・反転学習で学習してきたものを 

友達との共有画面を比較しながらテ

ーマ「自由」についての問いをもつ。 

・共有画面で自分の考えを友

達の考えと比較して考えられる

ようにしたい。 

展 

 

開 

2 教材をもとに考える 

 

 

①ジェラール王子とガリューの自

由の違いは何か？ 

☆アナログ（対話）を重視 

黒板を見ながら対話する。 

（図⑤） 

 

②「自由に生きる」には何が大切

なのか？ 

・ICT を利用して二軸四象限（き

まりを守る・守らない・好き・嫌い）

を通して、自分事として思考でき

るように問い返していくことでねら

いとする道徳的価値観を深めて

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ポジショニングを行う。 

（２）ポジショニングをもとに、自分と

考えの違う人に尋ね歩きをして質問

しがら交流することで自分の考えを

多面的・多角的に深めていく。 

（図⑥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ポジショニングする際には、し

っかりと自分の選択・判断した

根拠を記述するようにしたい。 

・友達の意見から自分の考え

を見つめ直して考えがどのよう

に変容したのかを意識させた

い。 

テーマ：「自由に生きる」ために大切なことは？ 



いく。 

 

 

（３）グループから全体へと黒板を使

って情報の共有化を図ることでさら

に考えを深めていく。（図⑦） 

終

末 

・ 

発

展 

３ 本時の学習をふりかえる。 

・今日の学習から新しく思った疑

問や課題をとらえる。 

 

 

 

ポジショニングの自分のこれまでの

考えの軌跡を見ながら自分の考えの

変容をとらえながら自己を見つめら

れるようにしたい。（図⑧） 

板書と ICT を連動させて自己

の学びをさらに深められるよう

にしていきた。 

図⑤：黒板を使って全体の対話を行う。（アナログ） 

 

≪実践を振り返って≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図⑥：ICTを使って意見交流を図る。（デジタル＆アナログ） 

 

※１． 各場面の写真を入れてください。 

（コミュニティサイトに掲載しますので個人情報が判別されない状態のものをご使用ください。） 

※２. 可能であれば使用した教材を受け渡し形式ファイルでご準備いただき実践レポートと一緒に

『skymenu_cloud@skygroup.jp』宛てにご提出ください。（著作権等の関係でご提供が難しいと判断さ

れる場合は、ご提出不要です。なお、ご提出ができない場合は弊社に対しご理由と合わせてメールにてお

知らせいただけますと幸いです。） 



図⑦：全体での対話でさらに価値観を深める。（アナログ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図⑧：終末でさらに自分の学びの軌跡をたどりながらリフレクション！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 



≪実践を振り返って≫ 

 道徳科で一番大切にしたい活動は「対話」である。道徳科のねらいを達成するために、友達との対話、教

師との対話、教材との対話、そして自分自身との対話（自己内対話）がポイントとなる。今回学習で採用し

たポジショニングは、子ども一人一人の意見や考えが確実に共有され、整理しながら学びが展開されるた

めに、自分の考えと友達の考えを比較しながら吟味することができる。また、学校という空間だけではなく、

家庭に帰っても、友達の考えを共有することができ、家族とさらに対話しながら学びを深め発展することが

できる。このような個人から集団への対話の広がりが、子どもたちの探究意欲を駆り立て、「学んだことを

やってみいたい！」「やってみてさらに道徳の授業で話し合いたい！」と学びが再構成されていくことができ

た。今後も、子どもたちの実践意欲を高めていくために、デジタルとアナログの善さをマネジメントすること

で子どもたちさらに学びを創造していきたい。 

 

 

 


